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月
１
日
、
出
石
ニ
ュ
ー
グ
ラ

１１
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
全
国
か
ら
航
空

行
政
に
携
わ
る
自
治
体
職
員
や
航

空
事
業
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参

加
し
て
「
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム

／　

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

０７

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、　

日
本

（財）

航
空
協
会
が
主
催
し
、
毎
年
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
か

ら
の
東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、

豊
岡
の
魅
力
を
全
国
の
航
空
関
係

者
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
直
行

便
に
か
け
る
地
元
の
熱
意
を
伝
え

る
た
め
、
市
と
兵
庫
県
が
共
催
し

て
第　

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
本
市

１０

に
誘
致
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
地
元
選
出
衆
議
院

議
員
で
あ
る
谷　

公
一
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
の
ほ
か
、
室
谷
正
裕

国
土
交
通
省
航
空
局
飛
行
場
部
長

と
武
田
洋
樹
国
土
交
通
省
大
阪
航

空
局
長
を
迎
え
ま
し
た
。

　

主
催
者
側
と
し
て
、
近
藤
秋
男

　

日
本
航
空
協
会
会
長
が
「
航
空

（財）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
小
型
機

の
役
割
が
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り
、

羽
田
空
港
の
発
着
枠
の
拡
大
を
控

え
、
小
型
機
が
就
航
す
る
地
方
都

市
の
豊
岡
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

で
き
る
こ
と
に
意
義
を
感
じ
る
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
催
者
と
し
て
、 
五  
百 

い 

お

 
蔵 
俊
彦
兵
庫
県
副
知
事
は
、
「
但

ろ
い馬

の
願
い
と
し
て
、
東
京
直
行
便

へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
中
、

時
機
を
得
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
直
行
便
実
現
へ
の

弾
み
と
し
た
い
」。
中
貝
市
長
は
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
が
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
努

力
を
続
け
て
き
た
が
、
高
速
道
路

の
北
伸
が
進
み
相
対
的
に
但
馬
―

伊
丹
便
の
競
争
力
が
低
下
し
て
い

る
。
羽
田
空
港
の
再
拡
張
に
際
し
、

小
型
機
の
発
着
枠
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
国
土
交
通
省
に
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
直
行
便
の
航
空
路
開

設
に
つ
い
て
航
空
会
社
に
お
願
い

し
て
い
る
。
他
の
自
治
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
今
後
、
働
き
か
け
を

強
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
報
告
で

は
、
武
田
大
阪
航
空
局
長
が
「
航

空
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
」
と
題

し
て
、
航
空
輸
送
の
果
た
す
役
割

や
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
、

コ
ミ
ュ
ー
タ
航
空
輸
送
の
実
績
な

ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▲武田洋樹国土交通省
大阪航空局長

　

市
で
は
、
平
成　

年
の
東
京
国
際（
羽
田
）空
港
の
再
拡
張
時
を
目
標
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬

２２

空
港
か
ら
の
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、
兵
庫
県
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム
／　

」
を

０７

開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係

▲開会に先立ちあいさつする中貝市長

基
調
報
告

航
空
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢

「
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム
／　

」を
開
催
し
ま
し
た

０７

こ
れ
か
ら
の
地
域
航
空－

小
型
機
で
首
都
圏
と
結
ぶ
新
展
開－
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国
土
交
通
省
の
重
田
雅
史
観
光

地
域
振
興
課
長
の
「
観
光
と
地
域

振
興
」
と
題
し
た
基
調
講
演
で
は
、

全
国
的
に
『
兵
庫
県
』
へ
の
「
関

心
度
」
は
高
い
わ
り
に
「
満
足

度
」
が
低
い
こ
と
、
兵
庫
県
全
体

に
占
め
る
豊
岡
市
の
人
口
の
割
合

に
比
べ
て
、
延
べ
宿
泊
数
の
割
合

が
高
く
、
出
石
や
城
崎
温
泉
の
集

客
力
を
高
く
評
価
す
る
な
ど
、
各

種
の
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
大
変

興
味
深
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
地
域
間
競
争
に
勝
つ

秘
訣
」
を
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
を
例
に
上
げ
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
岩
田
賢
航
空
安

全
推
進
課
課
長
補
佐
は
、
「
航
空

保
安
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

９
・　

同
時
多
発
テ
ロ
以
降
の
航

１１

空
保
安
体
制
や
危
機
管
理
の
方
法

な
ど
実
例
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
、
特
に
、
「
危

機
管
理
担
当
者
の
心
構
え
」
は
、

自
治
体
職
員
に
も
通
じ
る
も
の
で
、

大
変
有
益
で
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
山
本
雄
二
郎
高
千
穂

大
学
客
員
教
授
（
全
国
地
域
航
空

シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会　

専
門
委

員
）
の
ほ
か
、
パ
ネ
リ
ス
ト
し
て
、

岐
阜
大
学
の
竹
内
傅
史
教
授
、
Ｆ

Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
で
自
ら
も
飛
行
機
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
操
縦
も
さ
れ
る
竹
村

あ
ゆ
み
さ
ん
、
国
土
交
通
省
航
空

局
監
理
部
航
空
事
業
課
の
篠
原
康

弘
課
長
、
中
貝
市
長
が
参
加
し
て
、

熱
心
な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は
「
羽
田
空
港
の
小

型
機
枠
の
確
保
は
、
豊
岡
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
に
と
っ

て
必
要
な
政
策
判
断
で
あ
る
」
と

述
べ
た
の
に
対
し
、
篠
原
課
長
は

「
小
型
機
の
羽
田
空
港
へ
の
乗
り

入
れ
は
、
技
術
的
な
問
題
も
あ
る

が
、
せ
っ
か
く
の
拡
張
の
機
会
な

の
で
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
真

剣
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演

観
光
と
地
域
振
興

航
空
保
安
対
策
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

こ
れ
か
ら
の
地
域
航
空

　

小
型
機
で
首
都
圏
と
結
ぶ

新
展
開

▲重田雅史国土交通省観光地域振興課長

▲意見を交わすパネリストの皆さん

教えて 教えて 

Ｑ．羽田空港の再拡張って 
　　何ですか？ 

Ａ．首都圏の将来の航空需 
　　要の増大に対応するた 
　　め、平成２２年の併用開 
　　始を目指し、現在４本 
　　目の滑走路の整備が進 
　　んでいます。完成する 
　　と発着容量が現在の１．４倍になると言われています。 

Ｑ．小型機枠の確保とは何ですか？ 

Ａ．現在の羽田空港へは、原則的に小型機の乗り入れが許可され 
　　ていません。このため、豊岡市などでは国に対し、羽田空港 
　　の再拡張時には、小型機の乗り入れを認めるよう要望してい 
　　ます。 

Ｑ．東京直行便実現のためには、どうしたら良いですか？ 

Ａ．仮に小型機枠が認められても、コウノトリ但馬空港－羽田便 

　　を就航してくれる航空会社を探す必要があります。そのため 
　　には現在の路線の搭乗者数を増加させ、但馬－羽田便が採算 
　　の取れる路線であると示す必要があります。 
　　市民の皆さんも、ぜひ、コウノトリ但馬空港を利用ください。 

目指せ！ 
  東京直行便！ 
目指せ！ 
  東京直行便！ 

コウノトリ但馬空港を 
　　　　利用ください!!!!
コウノトリ但馬空港を 
　　　　利用ください!!

但馬 但馬 東京（羽田） 東京（羽田） 

大阪（伊丹） 大阪（伊丹） 


